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牛
久
と
由
良
家
①

再
発
見
・
牛
久
第
十
九
話

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

　
　

由
良
国
繁

　
　
　

―

小
田
原
城
主
北
条
家
に

　
　
　
　
　

金
山
城
を
明
け
渡
す―

　

天
正
10
年（
１
５
８
２
年
）
３
月
に

織
田
・
徳
川
連
合
軍
に
攻
め
ら
れ
て

滅
び
た
武
田
勝
頼
の
上

こ
う
づ
け
の
く
に

野
国（
現
群
馬

県
）
の
領
地
は
信
長
の
家
臣
で
関
東

管か
ん
れ
い領
の
滝
川
一か

ず
ま
さ益
が
支
配
し
て
い
た
。

　

同
年
６
月
２
日
に
、
本
能
寺（
京

都
市
中
京
区
）
に
お
い
て
織
田
信
長

が
家
臣
の
明
智
光
秀
の
急
襲
を
う

け
、
自じ

じ

ん刃
す
る
と
、
６
月
９
日
の
晩
、

厩う
ま
や
ば
し橋

城（
前
橋
城
）の
滝
川
一
益
の
も

と
に
飛
脚
が
到
着
し
て
そ
の
こ
と
を

告
げ
た
。

　

こ
れ
を
聞
い
た
小
田
原
城（
現
小
田

原
市
）の
北
条
氏
直
は
、
上
野
国
へ
大

攻
勢
を
か
け
た
。
６
月
19
日
の
戦
い

が
、北
条
家
と
滝
川
家
の
決
戦
と
な
っ

た
神か

ん
な
が
わ

流
川
合
戦
で
あ
る
。

各時代の歴史よりこぼれ話

国指定史跡・金山城跡

由良家が居城にしていた。
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豊
臣
秀
吉
に
由
良
国
繁
が
牛
久
五
四
三
五
石

を
宛
行
わ
れ
る―

牛
久
ほ
か
11
カ
村―

　

こ
の
神
流
川
合
戦
で
、
一
益
は
敗

北
し
、
一
益
の
上
野
国
退
去
と
い
う

結
果
と
な
り
、
上
野
国
の
諸
将
と
北

条
家（
氏
直
）
と
の
間
に
主
従
関
係
が

生
じ
た
。

　

金
山（
現
太
田
市
）城
主
由
良
国
繁
・

館
林（
現
館
林
市
）
城
主
長
尾
顕
長
兄

弟
も
、
翌
天
正
11
年
３
月
に
は
、
血

判
の
起
請
文
を
交
換
し
て
、
再
び（
父

成
繁
の
代
に
も
北
条
家
に
従
属
し
て

い
た
）北
条
家（
氏
直
）に
従
属
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
天
正
12
年（
１
５
８
４

年
）２
月
、
厩
橋
城
接
収
の
と
き
に
北

条
氏
直
か
ら
国
繁
と
顕
長
は
、
金
山
・

館
林
両
城
の
明
け
渡
し
を
要
求
さ
れ

た
。
こ
れ
を
拒
否
し
た
由
良
兄
弟
は
、

小
田
原
城
に
連
行
さ
れ
て
幽
閉
さ
れ

た
。
主
君
が
幽
閉
さ
れ
た
金
山
・
館

林
両
城
は
、
兄
弟
の
母
妙み

ょ
う
い
ん
に

印
尼（
成
繁

未
亡
人
・
輝
子
）を
中
心
に
家
臣
た
ち

が
籠

ろ
う
じ
ょ
う

城
し
て
北
条
家
に
抵
抗
し
た
。

し
か
し
、
同
年（
天
正
12
年
）
12
月
下

旬
に
、
北
条
氏
直
の
叔
父
氏
照
の
軍

勢
が
攻
勢
を
か
け
て
き
た
の
で
金
山

城
と
館
林
城
は
、
開
城
し
て
、
北
条

家
に
降
服
し
た
。
金
山
城
開
城
後
、

国
繁
は
桐
生
城
に
移
り
、
館
林
城
の

顕
長
も
足
利
に
移
っ
た
。

　
　

豊
臣
秀
吉
よ
り
妙
印
尼

　
　
　

に
常
陸
国
牛
久
な
ど
で

　
　
　
　

五
四
三
五
石
を
宛
行
う

　
　
　
　
　

朱
印
状
が
発
せ
ら
れ
る

　

豊

臣

秀

吉

は
、

天

正

17

年

（
１
５
８
９
年
）
11
月
、
小
田
原
城
の

北
条
氏
直
に
宣
戦
布
告
し
た
。

　

氏
直
は
、
国
繁
に
11
月
２
日
付
の

印
判
状
を
発
し
て
、
秀
吉
と
の
開
戦

の
時
は
直
ち
に
出
馬
す
る
こ
と
、
こ

の
度
は
ま
ず
10
日
ま
で
に
２
０
０
人

の
軍
勢
で
利
根
川
端
ま
で
参
陣
す
る

こ
と
を
命
じ
て
き
た
。
翌
天
正
18
年

の
正
月
６
日
に
発
し
た
書
状
で
は
国

繁
・
顕
長
兄
弟
と
北
条
家
の
支
配
下

に
あ
る
上
野
国
の
武
将
た
ち
に
家
臣

を
召
し
連
れ
、
同
月
15
日
に
小
田
原

城
に
籠
城
す
る
よ
う
命
じ
て
き
た
。

　

秀
吉
は
同
年（
天
正
18
年
）
３
月
に

至
っ
て
、
21
万
の
大
軍
を
も
っ
て
小

田
原
に
押
し
寄
せ
、
金
山
城
は
同
年

５
月
２
日
に
秀
吉
麾き

か下
の
前
田
利
家

ら
に
よ
っ
て
接
収
さ
れ
た
。

　

国
繁
・
顕
長
兄
弟
の
母
妙
印
尼
は
、

利
家
を
通
じ
て
国
繁
・
顕
長
兄
弟
の

進
退
の
執
り
成
し
を
願
い
出
た
。
利

家
か
ら
は
、
妙
印
尼
に
同
年
６
月
７

日
、『
由
良
家
安
堵
の
秀
吉
の
意
向
』

が
伝
え
ら
れ
、
同
年
８
月
１
日
、
秀

吉
か
ら
妙
印
尼
に
対
し
て
朱
印
状
の

下
付
が
あ
っ
て
、
新
た
に
常
陸
国
牛

久（
現
牛
久
市
）
に
知
行
を
与
え
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
慶
長
３
年

（
１
５
９
８
年
）
１
月
に
改
め
て
国
繁

に
下
付
さ
れ
た
知
行
目
録
に
よ
る
と
、

牛
久
ほ
か
11
カ
村
の
内
５
４
３
５
石

で
あ
っ
た
。

　

妙
印
尼
の
執
念
に
よ
る
行
動
の
結

果
、
金
山
城
の
返
還
は
達
成
で
き
な

か
っ
た
が
、
清
和
源
氏
の
正
統
で
、

八
幡
太
郎
源
義
家
を
遠
祖
に
、
さ
ら

に
そ
の
義
家
10
代
の
子
孫
に
あ
た
る

新
田
義
貞
を
先
祖
に
も
つ
由
良
家
の

名
跡（
家
名
）
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と

は
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。


